
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

               
         第 3回終末期カリキュラム研修会を開催 

2013年 12月 16日（月）18:30～20:00（豊平区民センター） 

                  2013年度第 3回終末期カリキュラム研修会を開催しました。 

医療・介護関係者等、63名が参加されました。 

                             

講師 庄司 隆広 氏（札幌市豊平消防署警防課救急担当係長） 

                          

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

昨年度好評でした医療機器の体験会を今年度も行いました。 

用意したブースは「喀痰吸引」「ＡＥＤ」「ＣＶポート」「在宅酸素」「福祉用具」「訪問入浴」の 6ブースです。 

参加者をグループに分け、見学・体験をして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    2013年 12月 26日発行 第 20号 

 

 

                 札幌市豊平消防署の方をお招きし、救急業務の現状と題して、救急業務実施基       

                準や警察への情報提供の根拠法令等について、事例を交えながらお話して頂きまし      

                た。様々な統計も資料としてお出し頂き、非常に良い内容でした。 

アンケート（一部） 

・現状と法令での取り決めが良く分かった。（医療機関・医師） 

・事前の準備や搬送手順などが分かった。（医療機関・看護師） 

・搬送時の対応について理解が深まった。（介護施設・管理職） 

・救急対応のマニュアルの見直しに参考になった。（介護施設・管理職） 

                      

 

札幌市における救急業務の現状 

 

 

 

 

医療機器体験会 

 
研修会の様子 

（右）グループワークの様子 

 

アンケート（一部） 

・実体験は大変良かったです（医療機関、看護師） 

・機器についてあまり詳しく見ることはなかったが、今回見ることができて参考になった。 

（在宅介護事業所、管理職） 

・昨年も参加したがとても勉強になった。（医療機関、ソーシャルワーカー） 

・歩行器またはベッドの最新が体験できた。（介護保険施設、管理職） 

・初めて見るものもあり、大変興味を持てた。（介護保険施設、介護職） 

・喀痰吸引：今後の業務の参考になった（介護保険施設、管理職） 

・チューブを持って挿入する角度などが良く分かった。（介護保険施設、看護師） 

・在宅でよく行われる処置の実際が細かく分かった。（医療機関、ソーシャルワーカー） 

 



医療機器体験会の様子 

     

（御協力頂いた各社のご紹介）          （ＡＥＤのブースから）            （在宅酸素のブースから） 

     

        （ＣＶポートのブースから）           （喀痰吸引のブースから）            （訪問入浴のブースから） 

 

 

 国立長寿医療研究センター在宅連携医療部が「在宅医療・介護連携のための市町村ハンドブック」を作成致しま

した。このハンドブックは当地区が取り組みました平成 23-24 年度在宅医療連携拠点事業の成果等をもとに作成さ

れております。全都道府県、市町村、郡市医師会に配布予定とのことです。 

 ホームページ 独立行政法人 国立長寿医療研究センター 在宅連携医療部 ホームページ 

  （http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/handbook/index.html） 

 

 

 今年度「とよひら・りんく」では、関係機関の皆様に 2 つのアンケートを行いました。ご協力頂いた皆様ありが

とうございます。アンケート結果は 2014年 2月 24日（月）第 4回終末期カリキュラム研修会でご報告致します。 

[実施アンケート] 

◎看取りについてのアンケート（対象：介護施設の看介護職等） 

 2012 年度実施した同様のアンケートを行いました。内容は看取りの経験や看取りへの障害、死生観・倫理観等で

す。ここ 2 年で看取りの対応を行う介護施設が増えたことにより、前年度実施した同様のアンケートと比べると、

看取りの経験をされている看介護職が増え、死生観等にも変化が見られました。 

◎医療ニーズ受入についてのアンケート（対象：近隣の介護施設） 

 2011 年度実施した同様のアンケートを行いました。介護施設の酸素吸入、喀痰吸引、経管栄養等の患者様の受入

についてのアンケートです。今後ホームページで公開を予定しております。 

 

                今度の予定をお知らせ致します。ホームページでもご案内致します。 

◎2月 24日（月）18:30～20:00  第 4回終末期カリキュラム研修会 

                症例発表会、看取りに関するアンケート・社会資源アンケート報告を行います。 

◎3月 17日（月）18:30～20:00  第 4回合同会議             

                札幌市保健所の方のご講演（予定）、平成 25年度の当会活動の総括を行います。 

 

  とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

今後の予定 

在宅医療・介護連携のための市町村ハンドブックについて 

アンケートへの御協力のお礼 

http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/handbook/index.html
http://www.toyohiralink.jp/
mailto:info@toyohiralink.jp

